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 1961年５月に落成した地方銀行会館。全国の地方銀行とともに、戦後

の激動の経済・金融史を駆け抜けてきました。貿易・為替の自由化、国際

通貨危機、石油危機を契機とした深刻な景気後退、金融の自由化・国際化

の急激な進展、バブル景気と崩壊、「失われた30年」、マイナス金利政策

の導入と解除…こうした数々の困難を乗り越えるため、ここ地方銀行会館

は、地銀界共通の経営課題を共有・議論し、時に外部に意見を発信してい

く舞台となりました。 

 地下１階、地上６階建てのビルには、会議や研修が行える大小様々な会

議室が設けられ、地方銀行同士をつなぐ場になっています。ここで、金融

史に残る「全国地方銀行データ通信システム」稼働に向けた画期的な構想

が生まれました。これは、全国規模で銀行同士をリアルタイムに接続した

世界初のネットワークで、日本の決済システムの礎です。 

 そんな会館も、竣工から既に60年余り。老朽化が進んだことに加え、昨

今の働き方の多様化に応えきれなくなったことから、ついに建て替えるこ

とになりました。時代の変化に柔軟に対応できるような、そして、地方銀

行同士の絆がさらに深められるような場として、地方銀行会館は生まれ変

わって帰ってきます。新会館で、これまでにも増して、地域経済の発展に

貢献できるよう進化する新しい地銀協にもご期待ください。 

 新会館の完成は2028年夏頃の見込み。それまでは、さようなら！地方

銀行会館！ 
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地域の顔を創る！ 地方銀行が挑むデザインの新境地   ・・・・・・・・・・・・1 
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  ー 「先輩行員の声」を読んで地元で働くことについて考えてみませんか？ 

  ー 当協会の仮移転のおしらせ  

  ー そのメール、本当に銀行からのメールですか…？ 

統計グラフ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

 地域の雇用や地域産業を守るため取引先の事業承継をサポートしています 

① 

② 

③ 

④ 

①落成当時の地方銀行会館。②かつて「オ

リンピック協賛割増金付定期預金の抽選

会」の会場となったことも。③協会職員の

執務スペース。④６階大会議室。担当者か

ら頭取に至るまで、全国の地方銀行から一

斉に集まる様々な会合で使われました。  
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地域の未来を担う金融教育 
～みんなで「お金との付き合い方」を考えよう～  

業務部 和田 海星 

■ 子どもから高齢者まで、お金に関する悩みは尽きないと思いますが、その悩みに向き合い、解決していく

ことで、自分自身そして地域社会が、より豊かになっていきます。 

■ 地方銀行は、お金との付き合い方に関する皆さんの悩みを少しでも解消すべく、様々な取り組みを行って

います。 

■ 皆さんも、豊かな生活の実現に向け、お金との正しい付き合い方を身につける第一歩を踏み出してみませ

んか。  

小学生Ａ「おじいちゃん、おばあちゃんがくれたお年玉、

そろそろなくなってきちゃった」 

中学生Ｂ「今月は、友達に付き合ってお菓子を買い過ぎ

た。新作ゲームは買えそうにないな」 

大学生Ｃ「推し活の軍資金が足りない。バイトを増やさな

きゃ」 

社会人Ｄ「生まれてくる子どもの名前をどうしよう。そう

いえば、子どもが大きくなるまでに、どのくら

いお金がかかるんだろう？」 

社会人Ｅ「勤続35年、そろそろ退職だが、年金だけで足り

るだろうか？」 

子どもから高齢者まで、お金に関する悩みは尽きないよう

です。左の例では、小中学生や大学生は、過去の自分のお

金の使い方を後悔しているようですし、２人の社会人も、

将来に対して不安がありそうです。 

このように、具体的な悩みはそれぞれ異なりますが、全て

に共通するのは、「お金との付き合い方」に関する悩みで

あるということです。 

本レポートでは、お金との付き合い方に関する皆さんの悩

みを少しでも解消すべく、子どもから大人までの幅広い年

齢層を対象に、様々なイベント・セミナー等を開催してい

る地方銀行３行の取り組みを紹介します。  

はじめに  

楽しみながらお金や金融を学ぼう！～秋田銀行「親子でチャレンジ！あきぎんワクワク探検隊」～ 

  秋田銀行は、金融に関するノウハウを活用して、次の世

代の育成・支援を行いたいと、2008年夏から、「親子で

チャレンジ！あきぎんワクワク探検隊」（以下、あきぎん

ワクワク探検隊）を開催しています。お金の役割や大切

さ、金融の仕組みや銀行業務等について、親子で楽しみな

がら学んでもらうイベントです。普段、子どもたちがなか

なか足を運ぶことのない銀行を身近に感じてもらうととも

に、夏休みの思い出作りの場にもなっています。 

「あきぎんワクワク探検隊」の人気は年々高まっていま

す。開催の周知と参加者の募集は、秋田銀行のウェブサイ

トやSNSがメインですが、募集開始前に「今年は開催する

の？」という問い合わせが寄せられるほど人気で、2024年

は、募集開始から約１週間で受付を終了しました。中に

は、秋田市外から車で１時間かけて参加してくれた親子も

いたそうです。  

～親子に人気！あきぎんワクワク探検隊～ 

この「あきぎんワクワク探検隊」ですが、2008年のス

タートからしばらくは秋田銀行の本店で開催していまし

た。そこでは、「１億円を持ち上げる」、「紙幣を手で数え

る（いわゆる札勘）」、「お金や銀行業務に関するチーム

対抗早押しクイズ」といった企画が人気だったそうです。 

2023年からは、地域に根差す地方銀行として、地元の

方々にも、自行の歴史に少しでも触れてほしいと考え、旧

秋田銀行本店である赤れんが郷土館で開催しています。 

～探検隊員として、お金や金融について楽しく学ぼう！～ 

▲ 探検隊員に扮した行員が、金融クイズを出題。秋田銀行ウェブ

サイト（https://www.akita-bank.co.jp/）より。 

https://www.akita-bank.co.jp/

